
（１）第１回懇談会で発言のあった意見

委員名 区分 意見等の内容 提出意見等への対応

高野
委員

質問

（ビジョン変更案８ページ）
３　圏域の結びつき
　（１）都市機能の集積・利用状況
　　　①通勤・通学者状況
表の「弘前市内の事業所数及び従業員数」の事業
所が、製造業の従業員４人以上の事業所という説
明でしたが、そういう表記に変えないのですか。

意見を踏まえて修正しました。
（別添「ビジョンＰ８」参照）

北原
座長

意見

（ビジョン変更案９ページ）
３　圏域の結びつき
（１）都市機能の集積・利用状況
　　②医療機能
保健医療など、片方が２０年、もう一方が２２年
みたいに出所がズレているものについては、でき
るだけ近いデータを探して新しいものにしてくだ
さい。

医療機能の部分にある「入院患者
の依存率」に係る資料の「青森県
保健医療計画」は、最新版が現在
集計中で、平成２５年３月に策定
される予定となっています。医療
担当課の健康推進課に確認したと
ころ、外にデータとして引用でき
るものがなかったため、今回は更
新できず、来年度に更新したいと
思います。

木村
委員
北原
座長

意見

（ビジョン変更案１５～１６ページ、２０～２１
ページ）
６　生活機能
　（１）産業
　　■農業
　（６）環境
　　■生活環境
猿の被害に関してどのくらいなのか、また、カラ
スは具体的にどのくらいの数がいるのか不明なの
で、実態がどうなのかというデータや今までどう
いう対策を講じているのかなどを付記してくださ
い。

意見を踏まえて追記しました。
（別添「ビジョンＰ１６、２２」
参照）
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（２）第１回懇談会後に提出のあった意見

委員名 区分 意見等の内容 提出意見等への対応

質問

（ビジョン素案９ページ）
３　圏域の結びつき
　（１）都市機能の集積・利用状況
　　③商業機能
図の「弘前市への消費者購買実態　買回吸収率」
の西目屋村の１００％について説明していただき
たい。

第２回共生ビジョン懇談会で説明
します。

意見

（ビジョン素案３０ページ）
第Ⅳ章　協定に基づき推進する具体的取組
「環境」の「カラス対策の連携」を「カラスの被
害防止対策の連携」としてはいかがでしょうか。

「カラス対策の連携」という取組
名については、定住自立圏の協定
書で定められたものであり、議会
の承認を受けた内容ですので、現
時点では、変更ができない内容で
あります。

質問

（ビジョン素案３０ページ）
第Ⅳ章　協定に基づき推進する具体的取組
「環境」の「カラス対策の連携」について、ホー
ムページなどで、カラスの駆逐のアイディアなど
を募集してはいかがでしょうか。

これまでも様々なカラス対策を講
じてきましたが、いろいろな方面
から意見やアイディアをいただく
ことは重要であると認識してお
り、ホームページなどによるアイ
ディア募集などについて検討する
ことといたします。

質問

（ビジョン素案３４ページ）
第Ⅳ章　協定に基づき推進する具体的取組
「教育」の「学校教育環境の整備」について、西
目屋村の児童の減少している現状を考える時、教
育環境の維持が困難になっていることが察しられ
ますが、主たる児童や保護者の意見・思いなど、
アンケートなどで集約を行っているのでしょう
か。

・東目屋地区の保護者や住民に対
して説明会や懇談会を昨年の１０
月以降、延べ５回開催し、意見等
を伺ってきました。
・西目屋村では、ＰＴＡ役員説明
会やＰＴＡ全体説明などを開催し
ました。
児童生徒へのアンケート等は行っ
ておらず、子ども達の反応等も含
めて保護者や学校との懇談会等で
状況を確認してきております。

意見

（ビジョン素案３４ページ）
第Ⅳ章　協定に基づき推進する具体的取組
「教育」の「学校教育環境の整備」について、事
業内容は「具体的な交流内容を検討していく…」
とあるが、まずは、子供たちの気持ちが最後にバ
ラバラにならないように願っています。他の地域
の学校と交流・一体感を築いていくことは大変苦
労することと思いますが、子供たちのために頑
張ってほしいと思います。

ご意見として承ります。

意見

（ビジョン素案３７ページ）
第Ⅳ章　協定に基づき推進する具体的取組
「産業振興」の「農作物猿害防止体制の構築」に
ついて、北郡のある地区の高台に家を建て、周り
の空き地に野菜・ぶどうなどを栽培したが、ある
日、イモを掘っていて人の気配を感じて後ろを見
たら、自分と同じ格好でイモを掘っていた大きな
猿がいた。恐ろしくて体が動かなかったほか、次
の朝、栽培していたものが全部被害にあったとい
うことでした。
これから、りんごや米などに被害を及ぼしかねな
い事態ですので、早急に実りのある対策を講じる
べきと思います。全国に田舎暮らしを宣伝してい
るのに、野生の猿の出没は安心安全とは言えなく
なると思います。

ご意見として承ります。

木村委員
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